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る細胞膜受容体の膜外ドメインを認識する B 細胞の存在率は 10−3、現在の一般的な電気パ
ルス融合法の融合効率は 10−5 であるため、脾臓中の 1 億個の B 細胞から得られるハイブ
リドーマはわずか 1 個である。そこで、誘電泳動による細胞配列化技術と電気パルス融合
法を組み合わせ、10−5と極めて低い融合効率を 1.6×10−1に向上させた。 
まず、異種細胞の縦方向配列を行うために、幅 14 µm（1 細胞サイズ）、深さ 25 µm（2
細胞サイズ）のマイクロウェルアレイ電極（25 万ウェル）を作製した。一般的な光リソグ













速（1 分以内）で高効率（70%の効率で 10 万細胞対以上）に細胞へのラベル化を行うこと
なく細胞対を作製する新規手法に、電気パルス法を組み合わせ、これまで 10−5程度であっ






















た B 細胞の約 16%が、ウェル内でミエローマ細胞と縦方向に配向したペアを形成した。(3) 
さらに、上下電極を用いて直流電圧を印加すると、形成された細胞ペアが融合しハイブリ
ッド細胞を得ることができた。縦方向に配向配列した細胞ペアはすべて融合することが示








また、平成 28 年 7 月 19 日、論文内容およびこれに関連する事項について試問を行った
結果、合格と判定した。 
 
